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＜連絡事項＞

· 本日カルテチェック締め切り。平成20年4月からの記録をカルテに綴り、それ以前の記録は外して保管する事。

· 高橋幸雄様、明日からデイケア正式利用。

· インストラクターの都合により本日の職員対象エアロビクスは中止。

· 第7回院内研修、12/22・12/24、17:30～4階メモリアルホールにて開催予定。出欠を入力すること。

· 俳句の提出が12/16まで。担当者で提出していない方は提出すること。

· 12/26年末の大掃除実施予定。計画書を各自確認すること。

· クリスマス会のメンバーの出欠確認、本日締め切り。

· 青陽館3階の水抜きを行った。床暖はフルタイム稼動するように設定している。ナイトケア終了後最低温度まで下げ、次の日の朝に温度を上げるように調節する事。

· 年始行事について、下舘SGMと竹内SWが担当。各自企画書確認する事。

· 12/23青明舎の餅つきはPM12:00～14:00頃まで行うとの事。

＜青明舎登録者情報交換＞

· 田中　一　様～本日午前中、私用のため少し遅れて来所されている。デイナイトケア利用開始から

の様子については、大久保康弘様など特定のメンバーや職員と交流することが多く、特に不安やストレスを訴訴えることなく過ごす事ができている。グループホームでの生活について「他の入居者に挨拶した」「部屋では隣の部屋に配慮して小さな声で読経して過ごしている」「布団が薄く背中は痛いが睡眠不足となることはない」と話している。デイナイト終了後にスーパーに行きお寿司を買って食べたと話しており、朝食もむつ食品でカロリーの高いものを摂取するなどしており、スタッフから糖尿病もあるので食生活に気をつけるよう本人に伝えている。デイナイトケア利用初日のミーティング時の其田様とのやり取りについて、本人は特に気にしている様子はない。特にトラブルとなることなく過ごしている。

· 村上　元道様～ナイトケア利用時の本人の様子について、入浴や他メンバーと交流して過ごしてお　

り、ストレスや疲労を訴える事はない。本人からは「うみねこ幸房とナイトケアは楽だがデイケアが疲れる」といった発言、デイケアではエアロビクスに参加する意欲の低下傾向がみられる。今後は本人の状態を確認しながら徐々に各社会資源の利用回数を調整していく。

· 大久保康弘様～「喉にご飯がつっかかるような気がする」という訴えがある。病棟患者様から定期

的に手紙が来ており、以前スタッフに「返事を書いたら良いか、面会に行くべきか」と相談がある。最近は引き続き手紙は来ているようであるが、本人からの訴えは聞かれない。最近は幻聴に左右された行動（買い物）もあるので注意して観察する事。

· 古舘　ヨリ様～食事サービスについて、体重増加の件も含めて青明舎スタッフに相談してみると話

している。

· 長瀬紘一郎様～正月に実家に帰省する予定であったが、母親から「キザミ食作るのが大変だ」と言

われ、宿泊を中止している。介護保険申請しており、今後手続きなどで通所を欠席することもある。

＜外来患者様情報＞

· 晴山美智子様～体重105kgで1週間に1kgずつ増えている。担当医より入院も考えるように伝え　

ているが、本人は拒否している。本人からは「母親よりデイケアに行って活動したり、働くように言われているが、外食が多く、太っているほうが調子が良い」と話している。担当医より外食や食事の量を控えるように伝えている。次回採血の予定。

· 本田　英之様～就労の訓練は忙しくて行っていない、明日青明舎に行く予定であると話している。

12/26～1/7まで外泊する予定。青山荘の退所は2月に予定しており、母親も同意しているとのこと。

· 我満奈津紀様～「夜19時に就寝し、朝4時頃起床することが多い」とのことで、担当医よりせめ　

て21時ごろ就床するように伝えている。「娘が12/31～1/3頃まで祖父の家に行き、自分ひとりとなるので通所利用しようかな」と話している。

· 駒目　翔　様～「正月に学校でもちつき大会がある。アルバイトは車の免許を取得してからやりた

い。免許取得のため青森に行く。」と話している。

· 田向　玲美様～体調が悪く吐き気がするとのことで、PL、葛根湯、ナウゼリン5日分処方となる。

体重90.8kgであり「母親から外食を控えて自炊するように言われている。」との

こと。

＜利用者様情報＞

· 本田　英之様～本日利用日ではないが本人の希望で利用している。

· 本多　富美様～顔面の腫れは治まってきている。先週雨が降った日に死にたいという思いがあった。　

自分でよく考える事でその考えを消す事ができた。その日の昼食後薬を服用し忘れそのままにしていた事を話している。「今はもう大丈夫、薬もしっかり飲んでいる」とのこと。月曜日以来飲酒はしていない」と話している。

· 田向　玲美様～・今朝から吐き気と頭痛があり、外来で薬を処方してもらい帰りたいと訴えがある。

外来受診後、泣きながらデイケア来所されており「外来で大久保夫妻と我満様に

会い、一緒に外食をする約束をしたが、診察が終わったら、誰も居なくなってい

た」と訴えている。大久保様に確認したところセルリアンのスタッフに伝言を依

頼したが伝わっていなかったことが分かる。本人に伝えると納得して和解するこ

とができている。

・先週日曜日不整出血があり、土曜日に産婦人科受診したところ、女性ホルモンが不足しているとの事でホルモン注射実施している。担当医からは原因として体重の増加と精神病薬をあげている。スタッフが確認すると「最近外食が多く、体重が今年の5月から20kg増加している」とのこと。祖母の病状について「話しかけに反応するようになってきたので自分も気分的に落ち着いてきた、夜の睡眠はとれている」と話している。

· 今野　容子様～午前中の運動プログラム中うつむいて閉眼しており「朝から頭が痛い」と訴えてい

る。バイタル測定を促すが、本人拒否している。昼食は全量摂取しており、本人も大丈夫とはなしている。様子観察している。

· 高橋　洋子様～静養室を利用していると訴えあり、使用中であることを伝えると「枕を貸して」と

訴えている。先週金曜日夕食後嘔吐あり、嘔吐物に食物残渣なし。

＜事例検討＞

川口　八寿子様（47）　主病名：躁鬱病　デイケア利用年数：5年

検討内容：

うみねこ幸房体験利用開始となってからの本人の状況について

現在の状況：

1 所利用日が週3回（月・水・金）であり、金曜日はうみねこ幸房体験利用となっているが、体調不良で幸房を欠席した際、デイケアには来所せず、欠席の連絡もない。

2 担当医から飲酒を止められているが「20ccぐらいなら良いのではないか」「アルコールが影響するのは眠剤だから日中飲めば大丈夫」と誤った解釈をしている。

対応策：

1 本人に欠席する際の連絡について再度確認する。

2 飲酒は禁止である事を伝える。スタッフの対応を統一する。










